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令和７年度第１回古賀市スポーツ推進審議会  会議録  

（要約筆記）  

 

 

【会議の名称】  令和７年度第１回古賀市スポーツ推進審議会  

 

【日時・場所】  令和７年５月２９日（木）  １８ :３０～２０：００  

リーパスプラザこが交流館 ２階多目的ホール  

 

【審議会次第 】    

１．開会  

２．審議会成立の報告  

３．教育部長あいさつ  

４．会長あいさつ  

５．概要説明及び議事  

（１）専門部会の設置について  

（２）部活動地域展開について  

   ・学校部活動地域展開に係る現状と今後について  

   ・部活動地域展開に向けたロードマップ  

   ・部活動地域展開の周知啓発について  

（３）市民体育館基本設計について  

   ・市民体育館 基本設計について  

   ・機能設備（配置図）  

   ・その他機能設備（配置図）  

   ・古賀市公園再整備基本計画  

６．その他  

７．閉会  

 

【傍聴者数】  １人  

 

【出席委員等の氏名】  

委  員：本多壮太郎 委員（会長）、吉永春男委員（副会長）、中野敏明委  

員、伊藤一哉委員、斎藤光範委員、花田亜紗美委員、平野貴代  

子委員、大森睦子委員、吉村大輔委員、横田覚委員、尾関淳委  

員、長﨑英明委員、牟田口政和委員、村上恵美委員  
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事務局：教育部  桐原誠部長、生涯学習推進課  樋口武史課長、渋田孝

治参事補佐兼スポーツ振興係長、その他１名  

オブザーバー：文化課  甲斐健史課長、平直美文化振興係長  

 

【欠席委員の氏名】  薄秀治委員  

 

【庶務担当部 署名】  生涯学習推進課  

 

【委員に配布した資料の名称】  

 ・古賀市スポーツ推進審議会委員名簿  

・学校部活動地域展開に係る現状と今後について（別紙１）  

・部活動地域展開に向けたロードマップ （別紙２）  

・部活動地域展開の周知啓発について（別紙３）  

・市民体育館基本設計について（別紙４）  

・機能設備（配置図）（別紙５）  

・その他機能設備（配置図）（別紙６）  

・古賀市公園再整備基本計画（別紙７）  

 

【審議会概要】  

（１）専門部会の設置について   

（２）部活動地域展開について  

（３）市民体育館基本設計について  

【事務局による概要説明】  

 ま ず 、（ １ ） 専門 部会 の 設 置に つ い て 説 明 す る。 古 賀 市で は 現 在、「 中学 校部

活 動 の 地 域 展 開 」 へ の 対 応 と 、「 新 し い 市 民 体 育 館 の 建 設 」 に 係 る 課 題 に 取 り

組ん で い る。 い ず れも 重 要 な 課 題 で あり 、 詳 細で 専 門 的な 検 討 が求 め ら れる こ

とか ら 、 本審 議 会 の下 に 「 部活 動 地 域展 開 専 門部 会 」 と「 市 民 体育 館 基 本設 計

専門 部 会 」２ つ の 専門 部 会 を設 置 し 、個 別 に 議論 を 進 めて い た だき た い と考 え

てい る 。  

「 部活 動 地 域展 開 専 門部 会 」 では 、 中 学校 部 活 動の 地 域 展開 に 関 する 課 題解

決 の 検 討 を 行 い 、「 市 民 体 育 館 基 本 設 計 専 門 部 会 」 で は 、 現 市 民 体 育 館 の 機 能

や利 用 実 態を 踏 ま えつ つ 、 新体 育 館 の基 本 的 な設 計 方 針に つ い て検 討 を 行い 、

本日 の 審 議か ら 各 部会 に 分 かれ て 審 議を 行 う 。  

２ つの 部 会 の委 員 及 び部 会 長 は、 古 賀 市ス ポ ー ツ推 進 審 議会 条 例 施行 規 則 第

５条 第 ２ 項及 び 第 ３項 に 基 づき 、 会 長の 指 名 によ り 審 議会 委 員 の中 か ら 部会 の
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委員 を 選 任し 、 そ れぞ れ の 部会 に 会 長の 指 名 によ り 部 会 長 を 置 くこ と と なっ て

いる 。  

各 部会 の 委 員案 は 、 別紙 委 員 名簿 の と おり 。 今 回新 た に 委員 と な られ た 方 は、

前任 の 方 が所 属 す る予 定 と して お り まし た 部 会を 引 き 継ぎ と し てい る 。 各部 会

での 検 討 結果 に つ いて は 、 次回 審 議 会時 に 委 員全 員 に 報告 し 共 有す る 。  

ま た 、 事 務 局 か ら １ つ 提 案 が あ り 、「 部 活 動 地 域 展 開 専 門 部 会 」 の 部 会 長 に

つい て は 本多 会 長 に兼 務 い ただ け れ ばと 考 え て い る 。 本多 会 長 は こ れ ま で、 福

岡県 の 「 福岡 県 運 動部 活 動 改革 協 議 会 」 や 、 宗像 市 の 「中 学 校 部活 動 改 革推 進

協 議 会 」、 そ の 他 新 宮 町 や 宮 若 市 で も 地 域 移 行 に 関 す る 検 討 委 員 会 の 会 長 や 委

員を 務 め 、部 活 動 の地 域 展 開に 関 す る深 い 見 識 が あ り 、当 該 部 会の 責 任 者と し

て全 体 を 統 括 す る には 適 任 であ り 、 本多 会 長 に部 会 長 を兼 務 い ただ け れ ばと 考

えて い る 。   

 

【審議】  

 （本多会長）  

「 部 活 動 地 域 展 開 」 に 関 す る こ と 、 及 び 「 市 民 体 育 館 基 本 設 計 」 に 関 す

る こ と に つい て は 、 審 議 会 の規 則 に 基 づ き、「 部 活 動 地 域 展 開 専門 部 会 」 と

「 市 民 体 育 館 基 本 設 計 専 門 部 会 」 の ２ つ の 部 会 を 設 置 し 審 議 を 進 め る こ と

と し 、 各 部 会 で の 議 論 の 結 果 は 本 審 議 会 に 報 告 す る 。 各 部 会 の 委 員 に つ い

て は 別 添 名 簿 の と お り 指 名 す る 。 ま た 、 各 部 会 の 部 会 長 は 「 部 活 動 地 域 展

開 専 門 部 会」 は 私 、 本 多、「 市 民 体 育 館 基 本 設計 専 門 部 会 」 は 吉永 副 会 長 と

する。  

次 に 、 議 事 録 署 名 に つ い て 、 本 審 議 会 か ら 部 会 に 分 か れ て 審 議 す る こ と

か ら 、 各 部会 の 名 簿 順 に 署 名を お 願 い す る。「 部 活 動 地 域 展 開 専門 部 会 」 は

中 野 委 員、「 市 民 体 育 館 基 本 設計 専 門 部 会 」 は斎 藤 委 員 に お 願 いし た い が 意

見等はあるか。  

 

 （委員一同）  

 異議なし  

 

【 部活 動 地 域展 開 専門 部 会】      

 （事 務 局 ）  

 別 紙 １ の学 校 部 活動 地 域 展開 に 係 る現 状 と 今後 に つ いて 、 こ ちら は 、 古賀 市

にお け る 部活 動 地 域展 開 の 基本 方 針 につ い て 、昨 年 度 、古 賀 市 部活 動 地 域移 行

等検 討 委 員会 か ら 出さ れ た 答申 を も とに 記 載 して い る 。  
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 １ つ 目 の基 本 方 針は 、 古 賀市 で は 、令 和 １ ０年 ９ 月 をめ ど に 、部 活 動 は地 域

クラ ブ や クラ ブ （ スク ー ル ）へ 地 域 展開 を 目 指し 、 平 日と 休 日 同時 に 地 域展 開

を進 め て いく こ と につ い て 、２ つ 目 は、 地 域 クラ ブ を 速や か に 整備 す る こと 、

3 つ 目 は 、部 活 動 にも 地 域 クラ ブ 等 にも 加 入 しな い 生 徒達 の 文 化・ ス ポ ーツ 体

験の 機 会 を確 保 す るた め に 、中 学 校 に総 合 ス ポー ツ ク ラブ ・ 総 合文 化 ク ラブ を

立ち 上 げ 、ス ポ ー ツ・ 文 化 活動 に 親 しむ こ と 、楽 し む こと を 選 択で き る 体制 を

構築 す る こと に つ いて 記 載 して い る 。総 合 ス ポー ツ ク ラブ ・ 総 合文 化 ク ラブ は 、

週１ 回 程 度、 １ 日 １時 間 程 度の 楽 し み志 向 の 活動 の 場 で、 特 定 の種 目 に 限定 せ

ず、 生 徒 の意 見 を 聞き な が ら進 め る 。  

 次 に 、 今後 の 審 議ス ケ ジ ュー ル に つい て 、 全５ 回 を 予定 し て いる 。 第 ２回 は

「も の 」 に係 る 課 題と し て 、活 動 場 所の 確 保 や地 域 ク ラブ の 規 約の 整 備 につ い

て、 第 ３ 回は 「 ひ と」 に 係 る課 題 と して 、 指 導員 の 確 保や 教 職 員の 兼 職 兼業 に

つい て 、 第４ 回 は 「お 金 」 に係 る 課 題と し て 、受 益 者 負担 の あ り方 に つ いて 、

第５ 回 は 令和 ７ 年 度の 取 組 状況 と 令 和８ 年 度 の取 組 に つい て 審 議す る 予 定。  

 次 に 、 古賀 市 の 学校 部 活 動の 現 状 につ い て 、ま ず 資 料の 訂 正 があ る 。 左の 説

明文 中 、「 部 活 動の 生徒 の 参 加人 数 ・ 加入 率 」 とあ る が、「参 加 人 数」 を 削 除い

ただ き 、 また 「 令 和３ 年 度 」を 「 平 成 ３ ０ 年 度」 に 訂 正を お 願 いす る 。  

 ま ず 、 部活 動 の 生徒 の 加 入率 に つ いて 、 平 成 ３ ０ 年 度を ピ ー クに 令 和 ５年 度

まで 徐 々 に減 少 し 、令 和 ６ 年度 に は いっ た ん 持ち 直 し たが 、 令 和 ７ 年 度 は、 参

加人 数 １ ，２ １ ３ 人・ 加 入 率 ６ ８ ． ５％ と な って い る 。令 和 １ ０年 度 の 生徒 数

推計 値 は 、異 動 が ない 前 提 で、 現 小 学 ４ 年 生 から ６ 年 生の 児 童 数を も と に出 し

てい る 。  

 続 い て 令和 ７ 年 ５月 の 市 内中 学 校 の部 活 動 数に つ い て、 部 活 動数 は 全 部で ５

０部 と な って い る 。社 会 体 育と あ る のは 、 中 体連 に は 学校 と し て参 加 し てい る

が、 普 段 の活 動 は クラ ブ チ ーム で 行 って い る 部活 動 の こと で あ る。  

 続 い て 「部 活 動 の活 動 日 時」 に つ いて 、 活 動日 は 平 日 ３ 日 以 内、 土 曜 日 １ 日 、

活動 時 間 は平 日 ２ 時間 以 内 、土 曜 日 ３時 間 以 内と し て いる 。  

 続 い て 、 学 校 部 活 動 と 地 域 ク ラ ブ に つ い て 、「 学 校 部 活 動 」「 学 校 部 活 動 (地

域 連 携 )」「 地 域 ク ラ ブ 」 を 比 較 整 理 し 、 表 で 示 し て い る 。 い ず れ の 形 態 も 活 動

方針 は 、 古賀 市 立 中学 校 部 活動 方 針 に沿 っ た 活動 を す るこ と と して い る が、 地

域ク ラ ブ にお い て 国・ 県 の 方針 を 適 用す る こ とと し た 場合 は 、 活 動 日 は 、週 ２

日以 上 の 休養 日 、 活動 時 間 は平 日 ２ 時間 程 度 、休 日 ３ 時間 程 度 とな る 。  

 続 い て 中学 生 を 対象 に し た令 和 ６ 年度 の ア ンケ ー ト 結果 に つ いて 、 部 活動 に

加入 し て いる 生 徒 の「 部 活 動で 「 も っと こ う なっ た ら いい の に 」と 思 う こと 」

とし て 最 も多 い 回 答が 、「練 習 の 日数 や時 間 を 増や し て ほし い 」、 部 活 動に もク
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ラ ブ （ ス ク ー ル ） に も 所 属 し な い 理 由 と し て 最 も 多 い 回 答 が 、「 や り た い こ と

がな い 」 であ っ た 。興 味 の ある 活 動 に関 し て は、 時 間 をか け て でも 取 り 組み た

い生 徒 が いる 一 方 で、 や り たい こ と が見 つ か らな い 生 徒も お り 、多 様 な 体験 に

触れ る 機 会を 確 保 する こ と が必 要 で ある と い える 。  

 続 い て 、他 自 治 体に お け る部 活 動 の地 域 展 開の 状 況 であ る 。 近隣 自 治 体と 取

組が 進 ん でい る 自 治体 の 状 況を 示 し てい る 。 静岡 県 掛 川市 は 、 平日 も 含 めた 地

域展 開 を 実施 し て おり 、 施 設使 用 料 はい ず れ の自 治 体 も減 免 、 生活 困 窮 世帯 へ

の支 援 は 今後 検 討 とな っ て いる が 、 長崎 県 長 与町 は 支 援を 行 っ てい る 。 説明 は

以上 と な る。  

 

（部 会 長 ）  

 現 状 と 今後 に つ いて 説 明 して も ら った が 、 ご質 問 ・ ご意 見 が あっ た ら お願 い

する 。  

 

（尾 関 委 員）  

８ ペ ー ジ 「 学 校 部 活 動 と 地 域 ク ラ ブ に つ い て 」、 学 校 部 活 動 （ 地 域 連 携 ） は 、

指導 に 関 わる の は 部活 動 指 導員 の み か。  

 

（事 務 局 ）  

生 徒の 普 段 の学 校 で の様 子 や 雨天 時 の 対応 な ど 、教 職 員 から の 情 報が 必 要と

なる 場 合 もあ る た め、 部 活 動指 導 員 のみ で な く、 教 職 員の 協 力 を得 な が ら部 活

動の 指 導 を行 う 。  

 

（尾 関 委 員）  

地 域展 開 が 困難 で 、 地域 連 携 とな っ た 場合 、 ど うい っ た 状況 が イ メー ジ され

るの か 。  

 

（事 務 局 ）  

現 在、 地 域 展開 で き てい る 部 活動 は な く地 域 連 携に と ど まっ て お り、 地 域展

開を 進 め るう え で は、 地 域 連携 が で きて い る 部活 動 か ら取 組 を 進め て い けれ ば

と考 え て いる 。 既 存の ク ラ ブチ ー ム にも 協 力 をい た だ きな が ら 、地 域 展 開を 進

めて い く 。  

 

（部 会 長 ）  

学校 部 活 動と 学 校 部活 動 （ 地域 連 携 ）の 指 導 者の 違 い が分 か り にく い 。  
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（事 務 局 ）  

資 料中 、 学 校部 活 動 の指 導 者 に地 域 人 材が 入 っ てい る が 、学 校 部 活動 で は実

際は 教 職 員が 指 導 を行 っ て いる 。  

 

（部 会 長 ）  

古賀 市 は 令和 １ ０ 年９ 月 に は学 校 部 活動 が な くな る 計 画な の か 。  

 

（事 務 局 ）  

昨年 検 討 委員 会 か ら受 け た 答申 に 基 づき 、 令 和 1 0 年 9 月 を 目 途に 部 活 動 の

地域 展 開 を目 指 し 、取 組 を 進め て い く。  

 

（部 会 長 ）  

次に 、「部 活 動 地域 展開 に 向 けた ロ ー ド マ ッ プ 」に つ い て、 説 明 を願 う 。  

 

（事 務 局 ）  

 国 は 令 和８ 年 度 から 令 和 １３ 年 度 まで を 改 革実 行 期 間と し て おり 、 こ の期 間

中に 休 日 の部 活 動 全て を 地 域展 開 す るこ と と して い る 。平 日 に つい て は 、令 和

１０ 年 度 まで の 前 期改 革 期 間の 検 証 を踏 ま え 、令 和 １ １年 度 以 降さ ら な る改 革

を推 進 す ると さ れ てい る 。 古賀 市 で は令 和 １ ０年 ９ 月 に、 全 て の部 活 動 の地 域

展開 を 目 指す と し てい る 。 また 、 土 曜日 に つ いて は 、 令和 ８ 年 度に 第 １ 土曜 日

を地 域 ク ラブ に 優 先的 に 利 用で き る よう に し 、令 和 １ ０年 ９ 月 以降 は 全 ての 土

曜日 を 地 域 ク ラ ブ が利 用 で きる よ う にす る 。 これ に 連 動し 、 土 曜日 の 部 活動 の

休養 日 も 段階 的 に 増や す 。  

 

（部 会 長 ）  

 ご 質 問 ・ご 意 見 があ っ た らお 願 い する 。  

 

（中 野 委 員）  

国 は 、（ 令 和 １ ３ 年 度 ま で に ） ６ 年 か け て 休 日 の 地 域 展 開 を 進 め る と し て い

るが 、 当 初、 国 の スピ ー ド は速 か っ たと 思 う が、 令 和 １３ 年 度 まで に 伸 びた 理

由に は ど うい う 背 景が あ る のか 。 ま た、 県 は 国の 動 き と連 動 し て動 い て いく の

か。  
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（部 会 長 ）  

国 の方 針 が 伸び た 理 由と し て は、 も っ とじ っ く り取 り 組 んで い こ うと い うと

ころ に あ る。  

 

（吉 村 委 員）  

福 岡県 で は 、５ 月 １ ６日 に 国 の最 終 と りま と め を受 け て 、ワ ー キ ング グ ルー

プで ガ イ ドラ イ ン を作 成 し てい る 。  

 

（中 野 委 員）  

国が じ っ くり 取 り 組ん で い こう と い う背 景 は 何な の か 。  

 

（部 会 長 ）  

地 域展 開 を 進め て い く中 で 成 果と と も に課 題 も 見つ か っ てい る 。 分か り 易い

事例 で は 予算 が 付 かな か っ たな ど 。  

 

（吉 村 委 員）  

各県 で 実 証事 業 を して い る が、 今 そ れを ま と めて い る 段階 で あ る。  

 

（部 会 長 ）  

県内 各 自 治体 の 動 きを 見 て いる と 、 様子 見 が 多か っ た 。  

 

（尾 関 委 員）  

地域 に よ って 差 が 大き い 。  

 

（部 会 長 ）  

県の ガ イ ドラ イ ン はい つ 頃 出せ る の か。  

 

（吉 村 委 員）  

現段 階 で は明 確 に お示 し は でき な い 。  

 

（尾 関 委 員）  

土 曜日 の 休 養日 が 段 階的 に 増 えて い く が、 こ の 目的 は 施 設利 用 の ため と 考え

てい い の か。  
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（事 務 局 ）  

地域 ク ラ ブの 方 に 施設 を 優 先的 に 使 用し て も らう た め であ る 。  

 

（尾 関 委 員）  

土 曜日 の 地 域展 開 が でき て い ない 部 活 動の 場 合 、土 曜 日 が部 活 動 の休 養 日に

され る と 困る 。  

 

（事 務 局 ）  

地域 展 開 の進 捗 状 況の 実 態 を踏 ま え なが ら 検 討し た い 。  

 

 

（尾 関 委 員）  

地 域展 開 が でき て い ない 部 活 動が あ る が、 し か し土 曜 日 の体 育 館 は使 い た い。

その 場 合 、優 先 さ れる の は 地域 ク ラ ブと な る こと で い いか 。 地 域展 開 を 進め る

ため に 、 土曜 日 は 地域 ク ラ ブの 施 設 優先 利 用 を進 め よ うと い う こと で い いか 。  

 

（事 務 局 ）  

お見 込 み のと お り 。  

 

（尾 関 委 員）  

部 活動 と 地 域ク ラ ブ が共 存 す る期 間 、 土曜 日 の 施設 利 用 を地 域 ク ラブ 優 先に

する こ と で部 活 動 がで き な くた め 、 保護 者 に は丁 寧 に 説明 し な けれ ば な らな い 。  

 

（尾 関 委 員）  

地 域ク ラ ブ の運 営 者 は団 体 に なる の か 、個 人 に なる の か 。部 活 動 が問 題 だと

いわ れ て いる 一 方 で、 部 活 動が や り たく て 教 職員 に な った 人 も おり 、 兼 職兼 業

を望 ま れ ると 思 う 。そ の 際 個人 が 地 域ク ラ ブ の運 営 者 にな る と 、教 職 員 が異 動

とな っ た 場合 に 地 域ク ラ ブ がつ ぶ れ てし ま う ので 、 団 体が 運 営 する 前 提 でな い

とい け な い。  

 

（吉 村 委 員）  

指 導者 の 確 保も 大 き な問 題 の １つ で は ある が 、 古賀 市 は どの よ う に指 導 者確

保を し て いく の か 。例 え ば 人材 バ ン クの 立 ち 上げ や コ ーデ ィ ネ ータ ー に よる マ

ッチ ン グ など は 考 えて い る のか 。  
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（事 務 局 ）  

古 賀市 と し て指 導 者 の募 集 を かけ て い くこ と や 、福 岡 県 の人 材 派 遣制 度 など

を活 用 す るこ と も 考え ら れ る。 人 材 バン ク を 作る と い うと こ ろ まで に は 至っ て

いな い が 、コ ー デ ィネ ー タ ーに つ い ては 関 連 予算 を 計 上し て い る。  

 

（部 会 長 ）  

次に 、「部 活 動 地域 展開 の 周 知啓 発 」 につ い て 説明 を 願 う。  

 

（事 務 局 ）  

別 紙３ の 資 料は 、 保 護者 等 に 向け て 古 賀市 の 地 域 展 開 に 関す る 方 向性 に つい

て示 し た もの に な る。 国 の 方針 や 古 賀市 の 方 針、 地 域 展開 の ス ケジ ュ ー ルで は 、

土曜 日 の 施設 利 用 は段 階 的 に地 域 ク ラブ 優 先 とな る こ とや 、 現 時点 に お ける 中

学３ 年 生 から 小 学 ４年 生 が 部活 動 で 活動 で き る期 間 を 示し て い る。 ま た 、段 階

的に 地 域 クラ ブ を 整備 す る こと や 、 地域 ク ラ ブの 活 動 は古 賀 市 の部 活 動 ガイ ド

ライ ン に 準じ て 活 動を 行 う こと 、 さ らに 経 済 的支 援 に つい て は 、地 域 ク ラブ の

施設 使 用 料の 減 免 や、 今 後 審議 す る こと に な るが 低 所 得世 帯 へ の支 援 に つい て

検討 を 進 める こ と を記 載 し てい る 。 また 、 共 存移 行 期 間中 の 中 体連 へ の 出場 は 、

部活 動 と して 参 加 する の か 、地 域 ク ラブ と し て参 加 す るの か を 決め る 必 要が あ

るこ と を 示し て い る。  

 

（部 会 長 ）  

 ご 質 問 ・ご 意 見 があ っ た らお 願 い する 。  

 

（部 会 長 ）  

周知 文 書 は誰 向 け の も の か  

 

（事 務 局 ）  

保護 者 向 けで あ る 。  

 

（中 野 委 員）  

土 曜日 の 取 り扱 い に つい て 、 令和 ８ 年 度か ら 第 １土 曜 日 が部 活 動 の休 養 日と

なっ て い るが 、 例 えば 地 域 クラ ブ が グラ ウ ン ドを 使 っ てい る か いな い か に関 係

なく 、 部 活動 は 休 養日 な の か。 令 和 １０ 年 に は部 活 動 はほ ぼ 週 ３日 練 習 とな る

が、 地 域 クラ ブ が グ ラ ウ ン ドを 使 っ てい な い 場合 、 空 いて い る 状態 に な ると い

うこ と か 。  
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（事 務 局 ）  

地域 ク ラ ブが 使 わ なけ れ ば 空い て い る状 態 と なる 。  

 

（尾 関 委 員）  

休 養日 と い うの が 気 にな る 。 保護 者 が これ を 見 ると 必 ず 、土 曜 日 部活 動 でき

ない の か と学 校 に 聞 い て く る。 そ れ でも 休 養 日な の か 。土 曜 日 の活 動 が 地域 ク

ラブ に 展 開で き て いる 部 活 動は い い が、 で き てい な い 部活 動 も 休養 日 に なる の

か。 休 養 日と 言 わ れる と 学 校は 一 切 活動 が で きな い 。 その 事 と 施設 利 用 の優 先

が地 域 ク ラブ に あ るこ と と は意 味 が 違う 。 令 和 １ ０ 年 には ほ ぼ 土曜 日 日 曜日 に

練習 で き ない と な ると 保 護 者に は 、 部活 は 練 習試 合 を 全く し な いま ま 中 体連 に

出る の か と見 え て しま う 。 休養 日 と 連動 し て 地域 ク ラ ブの 活 動 が補 償 さ れる と

いう こ と が見 え な い。  

 

 

（尾 関 委 員）  

地域 展 開 の判 断 は 誰が す る のか 。  

 

（事 務 局 ）  

地 域ク ラ ブ を立 ち 上 げる 団 体 が市 に 申 請を し 、 市が 地 域 クラ ブ と して の 認定

をす る こ とに な る 。  

 

（尾 関 委 員）  

例 えば バ レ ーボ ー ル の地 域 ク ラブ が 立 ち上 が っ た場 合 、 その 地 域 クラ ブ に行

くか 行 か ない か 、 この 判 断 は誰 が ど んな 手 順 です る の か。 行 き たか っ た ら行 っ

てい い な のか 。 し かし 、 土 曜日 は 休 養日 で あ り部 活 動 はで き な いた め 行 か ざ る

を得 な く なる 。 こ の点 、 ど の様 に 移 行し て い くの か が この 資 料 から は わ から な

い。  

 

（部 会 長 ）  

基 本的 に 部 活動 と 地 域ク ラ ブ は別 で あ り、 仮 に 指導 者 が 同じ で も 所属 が 違う

ので 別 物 であ り 、 土曜 日 に 地域 ク ラ ブに 行 く か行 か な いか は 家 庭と そ の 生 徒 の

自由 で あ る。 し か し地 域 ク ラブ の 運 営方 針 ・ 指導 方 針 で、 来 た い時 に 来 るで は

困る 、 と いう よ う な規 約 に なる か も しれ な い し、 そ こ がど う な るか 、 そ こは 立

ち上 げ る クラ ブ ご とに 変 わ る。 平 日 の部 活 動 には 参 加 する け ど 、週 末 は 地域 ク
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ラブ に 参 加せ ず 、 休め て あ りが た い とい っ た 意見 も あ るし 様 々 であ る 。  

 

 

（尾 関 委 員）  

教 員、 保 護 者、 地 域 クラ ブ と の間 で 、 地域 展 開 に際 し て のそ れ ぞ れの 考 えの

違い を 誰 が調 整 す るの か 。  

 

（部 会 長 ）  

３ ペー ジ の 図に つ い て、 宗 像 市で は 地 域ク ラ ブ の活 動 も あわ せ て 記載 さ れて

いる 。 方 針や ス ケ ジュ ー ル 等を 作 る 過程 で は 、学 校 関 係者 や ス ポー ツ 協 会な ど

が来 て い るこ の よ うな 会 議 、ま た 別 に学 校 長 が先 生 に 話 し た り とか 、 新 宮町 で

は入 学 式 の時 に 部 活動 の 地 域展 開 に 説明 を し たり な ど 、ま め に 説明 を し てい か

ない と い けな い 。  

 

（尾 関 委 員）  

私 は３ 中 学 校の 代 表 とい う 形 でき て い るが 、 古 賀中 学 校 以外 の 職 員や 校 長に

はど の よ う に し て 伝え 、 ま たど の よ うに 各 校 長の 意 見 を吸 い 上 げる の か 。  

 

 

（事 務 局 ）  

学 校側 に も 伝え て い かな い と いけ な い し、 意 見 も伺 っ て いか な け れば な らな

い。 い ず れに し て も周 知 は こま め に やっ て い かな い と いけ な い と考 え て いる 。  

 

（尾 関 委 員）  

こ のよ う な 周知 文 書 が出 さ れ た後 に 、 部活 動 の 保護 者 に 対し て 説 明を す るの

は学 校 だ と思 う 。 職員 に 対 して 理 解 して も ら わな い と いけ な い 。管 理 職 は説 得

をし な い とい け な い。 そ の 時に い ろ んな 材 料 を揃 え て おか な い とい け な い。 各

校長 の 考 えも 聞 い てお く 必 要が あ る 。  

 

（部 会 長 ）  

国 や県 が ど うい う 動 向に あ る のか 、 そ もそ も 何 故地 域 展 開を し て いく の か、

部活 動 加 入率 や ア ンケ ー ト 等の 資 料 を用 意 し て、 保 護 者等 に 説 明を し て いく 必

要が あ る 。  
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（事 務 局 ）  

次回 審 議 会を ６ 月 下旬 に 行 う予 定 。  

 

【 市民 体 育 館基 本 設計 専 門 部会】      

 （事務局）  

 別 紙 ４ 「市 民 体 育館 基 本 設計 に つ いて 」、ま ず、『 １ ．市 民 体 育館 基 本 設計 専

門部 会 の なが れ 』 につ い て 説明 す る 。第 １ 回 の審 議 会 にお い て は、 市 民 体育 館

移転 の 経 緯、 現 在 の市 民 体 育館 概 要 、市 民 体 育館 の 移 転先 に つ いて 説 明 を行 っ

た後 に 、 新し い 市 民体 育 館 のテ ー マ 、コ ン セ プト に つ いて 審 議 する 。 そ の後 、

第２ 回 と 第３ 回 の 審議 会 に おい て は 、新 し い 市民 体 育 館の 機 能 設備 に つ いて 審

議す る 。 第４ 回 の 審議 会 に おい て は 、第 ２ 回 と第 ３ 回 の審 議 会 にお い て 審議 し

た新 し い 市民 体 育 館の 機 能 設備 に つ いて 、 最 終的 な ま とめ と す る。 そ の 後、 第

５回 の 審 議会 で は 、審 議 い ただ い た テー マ や コン セ プ ト、 機 能 設備 に つ いて 事

務局 で 作 成し た ま とめ の 資 料を 報 告 する 。  

 『 ２ ． 市民 体 育 館移 転 の 経緯 』 に つい て 説 明 す る 。 令和 ４ 年 １月 、 公 共施 設

総合 管 理 計画 第 １ 期ア ク シ ョン プ ラ ンに お い て、 市 民 体育 館 は 「 機 能 は 他の 施

設へ 移 転 、建 物 は 廃止 を 検 討す る 」 とさ れ 、 その 後 、 有利 な 補 助金 が 見 込ま れ

るこ と か ら都 市 公 園内 に 市 民 体 育 館 を移 設 す るこ と が 検討 さ れ た。 令 和 ５年 １

０ 月 に は 古 賀 駅 周 辺 開 発 調 査 特 別 委 員 会 に お い て 、「 Ｊ Ｒ 古 賀 駅 東 口 周 辺 道 路

の整 備 方 針」 が 報 告さ れ 、 市民 体 育 館と リ ー パス プ ラ ザこ が 駐 車場 が 新 しい 道

路に か か るこ と に なっ た 。 それ ら を 踏ま え 、 令和 ６ 年 １０ 月 に 、令 和 ７ 年度 当

初予 算 市 長メ ッ セ ージ に お いて 、 市 民体 育 館 が既 存 の 公有 地 で ある 公 園 内に 、

公園 施 設 とし て 新 築す る こ とと 市 長 の意 向 が 発信 さ れ 、令 和 ７ 年２ 月 、 庁議 で

市民 体 育 館の 移 転 先 を 千 鳥 ヶ池 公 園 とす る こ とが 決 定 され て い る。  

 「 ３ ． 現在 の 市 民体 育 館 概要 」 に つい て 、 今後 、 市 民体 育 の 新築 移 転 に必 要

な機 能 設 備を 審 議 する に あ たり 、 現 在の 市 民 体育 館 の 機能 設 備 を知 る こ とが 重

要で あ る こと か ら 、現 在 の 市民 体 育 館の 機 能 設備 に つ いて 記 載 して い る 。現 在

の市 民 体 育館 は 昭 和６ １ 年 度に 建 築 され 、 建 築か ら ３ ９年 が 経 過し よ う とし て

いる 。 構 造は １ 階 建 鉄 筋 コ ンク リ ー ト造 一 部 鉄骨 造 で 、建 築 面 積は １ ， ２４ ３ ．

２７ ㎡ と なっ て い る。 現 在 の市 民 体 育館 の 主 要な 機 能 設備 は 記 載の と お りで 、

アリ ー ナ は８ ３ ７ ．０ ㎡ の 面積 で あ る。 機 能 設備 に つ いて は 、 別紙 ５ 『 機能 設

備（ 配 置 図）』 に配 置を 図 示 して い る 。  

 次 に 現 在の 市 民 体育 館 の その 他 機 能設 備 を 記載 し て いる が 、 駐車 台 数 が３ ２

台と な っ てい る 。 現在 の 市 民体 育 館 は 、 リ ー パス プ ラ ザこ が 来 館者 用 の 駐車 場

と繋 が っ てい る た め、 多 く の車 両 台 数を 駐 車 でき る よ うに 見 受 けら れ る が、 実
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際に は 市 民 体 育 館 周辺 の ３ ２台 が 市 民体 育 館 来館 者 用 の駐 車 場 とな っ て い る 。

そ の 他 機 能 設 備 に つ い て は 、 別 紙 ６ 『 そ の 他 機 能 設 備 （ 配 置 図 ）』 に 配 置 を 図

示し て い る。  

 次 に 主 な競 技 可 能面 数 だ が、 バ レ ーボ ー ル が半 面 で ２面 分 、 全面 で １ 面分 、

バド ミ ン トン が ６ 面分 、 バ スケ ッ ト ボ ー ル が １面 分 、 バウ ン ド テニ ス が 半面 で

３面 分 、 卓球 が 台 数分 の ２ １台 分 の 競技 可 能 面数 と な って い る 。こ れ ら の競 技

を８ ３ ７ ．０ ㎡ の アリ ー ナ 面積 で 補 って い る 。  

 ４ ペ ー ジ目 下 段 から ６ ペ ージ 目 上 段ま で が 現在 の 市 民体 育 館 の機 能 設 備に つ

いて 現 況 の写 真 を 記載 し て い る 。 ６ ペー ジ 目 下段 か ら ７ペ ー ジ 目下 段 ま では 現

在の 市 民 体育 館 の その 他 機 能設 備 に つい て 現 況写 真 を 記載 し て い る 。  

 「 ４ ． 市 民 体 育 館 の 新 築 移 転 先 」 に つ い て 、『 ２ ． 市 民 体 育 館 移 転 の 経 緯 』

で説 明 し たが 、 市 民体 育 館 は千 鳥 ヶ 池公 園 に 新築 移 転 する こ と とな り 、 詳細 に

は古 賀 市 公園 再 整 備 基 本 計 画に お い て 千 鳥 ヶ 池公 園 多 目的 グ ラ ウン ド 内 に新 築

移転 さ れ るこ と と なっ て い る。 別 紙 ７「 古 賀 市公 園 再 整備 基 本 計画 」 に つい て 、

再 整 備 さ れ た 千 鳥 ヶ 池 公 園 の イ メ ー ジ 図 が 記 載 さ れ て る 。「 市 民 体 育 館 」 と 記

載さ れ た 箇所 が 新 しい 市 民 体育 館 の 新築 移 転 先 と な る 。多 目 的 グラ ウ ン ド内 に

は市 民 体 育館 の 他 に、 駐 車 場、 芝 生 広場 、 エ ント ラ ン ス広 場 が 整備 さ れ る見 通

し。 こ れ まで 千 鳥 ヶ池 公 園 多目 的 グ ラウ ン ド はサ ッ カ ー等 の 競 技に 使 用 され て

きた が 、 再整 備 に よっ て そ の機 能 は 小野 公 園 内 等 、 他 の公 園 施 設 に 移 転 する こ

と と な る 。 ま た 、「 市 民 体 育 館 」 と 記 載 さ れ た 箇 所 は 、 現 在 の 市 民 体 育 館 敷 地

面積 で あ る１ ， ２ ４３ ㎡ 程 度の 面 積 が図 示 さ れて い る 。  

次 に 、「 ５ ． 市 民 体 育 館 の テ ー マ 、 コ ン セ プ ト 」 に つ い て 、 こ こ ま で の 説 明

を基 に 、 次回 以 降 の審 議 会 にお い て 新し い 市 民体 育 館 の機 能 設 備を 審 議 いた だ

く。 そ れ に先 立 ち 、新 し い 市民 体 育 館が 親 し み や す い 体育 館 と なる よ う 、ま た 、

今後 は そ のテ ー マ やコ ン セ プト に 沿 った 機 能 設備 の 審 議に な る こと を 目 的と し

て、 審 議 員 に は 新 しい 市 民 体育 館 の テー マ や コン セ プ トを 審 議 いた だ き たい 。

資料 に 上 位・ 関 連 計画 の 方 向性 を 記 載し て い る。 上 位 ・関 連 計 画か ら 逸 脱し た

方向 性 の テー マ や コン セ プ トは 設 定 でき な い こと は も ちろ ん 、 これ ら の 方向 性

に則 っ た テー マ 、 コン セ プ トの 設 定 が必 要 で ある 。 資 料に は テ ーマ 、 コ ンセ プ

トの 例 、 その 他 想 定さ れ る 文言 を 記 載し て い る。 ま た 、参 考 に 他自 治 体 で体 育

館新 築 に おい て 設 定し た 基 本コ ン セ プト の 例 を記 載 し て い る 。  

 

 （ 村 上 委員 ）  

 現 在 の 市民 体 育 館に お け る課 題 は 。  
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 （ 事 務 局）  

 観 覧 席 が無 い 。 ギャ ラ リ ーは あ る が梯 子 を 登る 必 要 があ り 、 力を 要 す るた め

高齢 者 や 子ど も は 登る こ と が出 来 な い。 そ の ため 、 現 状、 メ ン テナ ン ス 以外 に

利用 さ れ てい な い 。ま た 、 駐車 台 数 が３ ２ 台 しか な く 、大 会 等 が開 催 さ れる 際

には 駐 車 場が 不 足 する 。  

 

 （ 吉 永 委員 ）  

 課 題 に つい て ア ンケ ー ト 等は と っ てい な い か。 あ れ ば次 回 以 降提 示 を お願 い

する 。 前 回審 議 会 でト イ レ の課 題 が 挙げ ら れ てい た が 、様 々 な 課題 が あ る。  

 

 （ 斎 藤 委員 ）  

 ア リ ー ナ面 積 に つい て 、 半面 に 分 ける と 通 行で き る スペ ー ス が無 い 。 中央 に

防球 ネ ッ ト が あ る が、 競 技 中に 防 球 ネッ ト 上 に足 を 獲 られ 、 大 会等 で 審 判が 立

つ位 置 が 無い 。 ギ ャラ リ ー があ る が 使用 で き ない た め 、ア リ ー ナ周 り に 応援 す

る人 が い ると よ り 狭小 に な り危 険 。 全体 的 に 狭い 。  

 

 （ 吉 永 委員 ）  

 移 設 先 につ い て 質問 は な いか 。  

 

 （ 事 務 局）  

 配 置 に つい て 、 来館 し た 際に ま ず は駐 車 場 があ る こ とが 望 ま しい た め 、入 口

側に 駐 車 場を 配 置 して い る 。エ ン ト ラン ス 広 場は 自 転 車で 来 館 され る 方 向け の

駐輪 場 で もあ る 。 少年 サ ッ カー や ホ ッケ ー 、 また 、 砂 ぼこ り を 想定 し て 、芝 生

広場 は 芝 生も し く は人 工 芝 を予 定 し てい る 。 駐車 場 、 芝生 広 場 どち ら の 面積 も

考慮 し な がら 新 し い市 民 体 育館 の 面 積を 考 え る必 要 が ある 。  

 

 （ 斎 藤 委員 ）  

 テ ー マ ・コ ン セ プト に つ いて 、 新 しい 市 民 体育 館 と 現在 の 市 民体 育 館 のル ー

ルや 規 則 に変 更 が あれ ば 、 新し い 市 民体 育 館 にお け る テー マ ・ コン セ プ トの 設

定が 出 来 ない 。 現 状の 市 民 体育 館 は 営利 目 的 での 利 用 が禁 止 さ れて お り 、今 後 、

部活 動 地 域展 開 に よっ て 新 しい 市 民 体育 館 が その 場 所 とし て 利 用さ れ る こと が

想定 さ れ るが 、 指 導員 に 対 して 謝 礼 等が 発 生 する こ と から 、 営 利目 的 を 可と す

るの か 。  
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 （ 事 務 局）  

 部 活 動 地域 展 開 につ い て は営 利 目 的で あ っ ても 可 と した い 。 例え ば 営 利目 的

の地 域 ク ラブ が 部 活動 を 受 け入 れ る 可能 性 は 十分 に あ り、 そ の 活動 を 制 限す る

こと は 考 えに く い 。ま ず は 機能 設 備 につ い て 審議 い た だき た い が、 ル ー ルや 規

則に つ い ても 本 審 議会 で 踏 み込 め る よう で あ れば 今 後 、審 議 い ただ き た い。  

 

 （ 吉 永 委員 ）  

 な ぜ 移 転先 が 千 鳥ヶ 池 公 園な の か 。  

 

 （ 事 務 局）  

 有 利 な 補助 金 が 見込 め る こと 、 新 規の 土 地 を開 拓 し て建 築 す るこ と が 現実 的

でな い こ とが 挙 げ られ る 。 また 、 古 賀駅 周 辺 開発 に よ る市 の 発 展性 を 鑑 み、 リ

ーパ ス プ ラザ こ が 周辺 は 文 化・ 芸 術 ゾー ン と し、 公 園 施設 を ス ポー ツ ゾ ーン と

する こ と が構 想 と して あ る 。  

 

 （ 吉 永 委員 ）  

 テ ー マ ・コ ン セ プト に つ いて 意 見 はな い か 。  

 

 （ 長 﨑 委員 ）  

 ス ポ ー ツを 楽 し む上 で は 、空 調 、 トイ レ 、 観覧 席 、 選手 が 気 持ち よ く 競技 で

きる 距 離 等が 重 要 にな る 。 そう い う 意味 で は 『だ れ も がス ポ ー ツを し た くな る

心地 よ い 体育 館 』 が想 定 さ れる 。  

 

 （ 花 田 委員 ）  

 遠 方 の 体育 館 を 見る 機 会 があ る が 、競 技 者 目線 で 見 ると 綺 麗 な体 育 館 はモ チ

ベー シ ョ ン が 向 上 する 。 古 賀駅 よ り は交 通 の 利便 性 が 劣る か も しれ な い が、 千

鳥ヶ 池 公 園は 駅 も バス 停 も 近い 。 新 しい 市 民 体育 館 に 期待 し て いる こ と を踏 ま

えた 上 で 、子 ど も から 高 齢 者、 競 技 者だ け で なく 応 援 者も 集 う コン セ プ トに な

れば と 考 える 。  

 

 （ 牟 田 口委 員 ）  

 『 だ れ もが 』 と いう 文 言 は外 せ な い。 ス ポ ーツ と 言 うと 競 技 スポ ー ツ に寄 っ

たイ メ ー ジを 持 つ が、 健 康 、ス ポ ー ツに 興 味 を持 つ 機 会、 そ う いっ た 触 れ合 う

温か い 空 間だ と い うイ メ ー ジを 持 た せる 文 言 があ れ ば より 良 い テー マ に なる 。  
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 （ 村 上 委員 ）  

 自 然 に 健康 に な れる 環 境 づく り と いう 言 葉 がよ く 聞 かれ る 。 健康 を 前 面に 出

すよ り も 、楽 し め る、 ス ポ ーツ を し たく な る 、そ の よ うな 文 言 に惹 か れ る。  

 

 （ 斎 藤 委員 ）  

 あ る 程 度の 機 能 設備 が 出 揃っ た 上 でテ ー マ を決 定 し ても 良 い と考 え る 。  

 

 （ 平 野 委員 ）  

 高 齢 者 が集 う 場 所が も っ とあ れ ば と考 え る 。  

 

 （ 吉 永 委員 ）  

 『 ス ポ ーツ を し たく な る』、『 人 が 集ま る 』、『だ れ も が』、『 ス ポー ツ に 興味 を

持つ き っ かけ づ く り』、『 ス ポー ツ を 見る 』、『 高齢 者 が 集ま る 場 所づ く り 』と い

った 文 言 が意 見 と して 挙 が った 。 ま た、 次 回 以降 の 審 議会 に つ いて も テ ーマ ・

コン セ プ ト に つ い て意 見 を 挙げ て ほ しい 。  

 

（事 務 局 ）  

次 回審 議 会 にお い て は、 機 能 設備 に つ いて 具 体 例を 挙 げ なが ら 審 議し た い。

６月 下 旬 に行 う 。  

 


